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添削指導
（レポート）

回 時期 内容
時
間

スクーリング

6～7月
(10～12月)

分数関数とそ
のグラフ

逆関数と合
成関数

0.2
行動観察
課題プリント

4月
(10月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

スクーリング

6～7月
(10～12月)

数列の極限 0.1
行動観察
課題プリント

数学 東京書籍 数学Ⅲ Standard

2024年度 通信教育実施計画書
相生学院高等学校

教科 出版社 教科書名

目標
【学習指導要領】

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力
を次のとおり育成することを目指す。
（1）極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
（2）数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察したり，関数関係をより深く
捉えて事象を的確に表現し，数学的に考察したりする力，いろいろな関数の局所的
な性質や大域的な性質に着目し，事象を数学的に考察したり，問題解決の過程や結
果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。
（3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え
数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

目標に向けての具体的取り組み
【指導上の留意点】

・「数学Ⅱ」の内容を発展，拡充させることができるようにする。
・単なる知識の暗記ではなく，数学的な見方や考え方を養う。

学
期

実
施
時
期

内容 到達目標

面接指導(単位時間)

評価方法

評価の観点

【知識・技能】
・極限，微分法及び積分法についての概念や原理・法則を体系的に理解している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりすることに関する
技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】
・数列や関数の値の変化に着目し，極限について考察したり，関数関係をより深く捉え
て事象を的確に表現し，数学的に考察したりする力を身に付けている。
・いろいろな関数の局所的な性質や大域的な性質に着目し，事象を数学的に考察した
り，問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を身に付け
ている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり，粘り強く柔軟に考え数学的論
拠に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

分数関数 y=(ax+b)/(cx+d) のグラ
フをかくことができる。また，分数
関数のグラフの特徴を理解する。

無理関数 y=√(ax+b) のグラフを
かくことができる。また，無理関数
のグラフの特徴を理解する。

逆関数の意味を理解し，関数の
逆関数を求めることや，関数のグ
ラフからその逆関数のグラフをかく
ことができる。また，合成関数の意
味を理解し，2つの関数の合成関
数を求めることができる。

第1回

前
期

（
後
期

）

4月
(10月)

1章　関数と極限
1節　関数
1　分数関数とそのグラフ

2　無理関数とそのグラフ

3　逆関数と合成関数

5月
(11月)

1章　関数と極限
2節　数列の極限
1  数列の極限

2　無限等比数列

3　無限級数

数列の収束，発散と数列の極限
の基本的な性質について理解し，
数列の極限を求めることができ
る。。

無限等比数列が収束する条件を
理解し，そのことを用いて数列の
極限を調べることができる。

無限級数について理解し，その収
束，発散を調べたり，無限級数が
収束するとき，その和を求めたり
することや，無限等比級数が収束
する条件を理解し，その和を求め
たりすることができる。また，図形
への応用や循環小数の考察を通
して，その理解を深める。

第2回



5月
(11月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

スクーリング

6～7月
(10～12月)

関数と極限
0.1

行動観察
課題プリント

5月
(11月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

スクーリング

6～7月
(10～12月)

積・商の微分
法

0.2
行動観察
課題プリント

6月
(11月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

スクーリング

6～7月
(10～12月)

三角関数・対
数関数・指数
関数の導関
数

0.2
行動観察
課題プリント

6月
(11月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

スクーリング

6～7月
(10～12月)

接線の方程
式

0.2
行動観察
課題プリント

7,9月
(12,1月)

その他メディ
ア学習により
免除

0
レポート
視聴報告書

9月
(1月) 考査

1

1章　関数と極限
3節　関数の極限
1  いろいろな関数と極限

2　関数の連続性

指数関数，対数関数，三角関数
などの極限を調べることができる。

関数の連続性及び中間値の定理
について理解し，ある区間におけ
る実数解の存在を証明することが
できる。

第3回

7月
(12月)

3章　微分の応用
1節　関数の増減
1　接線の方程式

曲線の接線の方程式及び法線の
方程式を求めることができる。ま
た，媒介変数で表された関数の微
分について理解し，導関数を媒介
変数で表したり，媒介変数で表さ
れた曲線の接線の方程式を求め
たりすることができる。

第6回

6月
(11月)

2章　微分
1節　微分法
1　導関数

2　積・商の微分法

3　合成関数の微分法

導関数の定義にしたがって，基本
的な関数の導関数を求めることが
できる。また，導関数の基本的な
性質を理解する。

積・商の導関数について理解し，
それらを用いていろいろな関数の
導関数を求めることができる。

合成関数の微分法及び逆関数の
微分法について理解し，それらを
用いていろいろな関数の導関数
を求めることができる。また，rが有
理数のときる。

第4回

6月
(11月)

面接指導（単位時間）　合計

第5回

前
期

（
後
期

）

単位認定試験

2章　微分
2節　いろいろな関数の導関数
1　三角関数の導関数

2　対数関数・指数関数の導関数

三角関数の導関数について理解
し，合成関数の微分法を用いて，
三角関数を含む関数の導関数を
求めることができる。

自然対数の底eを導入し，対数関
数の導関数を理解する。また，対
数微分法を理解し，それを用い
て，指数関数の導関数を求めるこ
とができる。

5月
(11月)

1章　関数と極限
2節　数列の極限
1  数列の極限

2　無限等比数列

3　無限級数

数列の収束，発散と数列の極限
の基本的な性質について理解し，
数列の極限を求めることができ
る。。

無限等比数列が収束する条件を
理解し，そのことを用いて数列の
極限を調べることができる。

無限級数について理解し，その収
束，発散を調べたり，無限級数が
収束するとき，その和を求めたり
することや，無限等比級数が収束
する条件を理解し，その和を求め
たりすることができる。また，図形
への応用や循環小数の考察を通
して，その理解を深める。

第2回

5月
(11月)


